
コミュニティビジネスコース

事業の企画集
2025年度
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阿部 有美子
岡田 洋司子
小林 美保
清水 奈穂美
城本 理絵
杉山 典子
中村 力
成田 弘子
花輪 宏美
平井 孝佳
福井 里佳
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ATSUMARU 講座コミュニティビジネスコース 講座チラシ

やりたいことがある方も、
これから探したいという方も、
「デザインの考え方」を学ぶことで
自分らしいやり方やアイデアで
地域課題の解決に取り組もう！

学生さんからママやパパ、シニアの方まで
みんなで学んでつながろう！

須磨の地域課題
自分らしく解決
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「デザインの考え方」で

地域課題の解決に取り組もう！
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「自己紹介と目的の確認」

「新たな発見をしよう」

「NPO活動でやるべき10の事」

「アイデアをことばや図にしよう」

「発想力を身につけよう」

「アイデアをかたちにしよう」

「意見を聞き完成度を高めよう」

「プレゼンテーション予行演習」

「公開プレゼンテーション」

講座の中でプレゼンテーションを行い、プレゼ

ン資料の作成や発表の時間配分、話し方・伝え

方の練習を重ねます。

事業の企画を完成させ、客観的な意見を聞き

ながら手直しをします。

名刺・チラシ、ネーミング、イベント案など企画

を具体化して考えることで見せ方・伝わりやす

さを学びます。

一般の方々の前で公開プレゼンテーションを

行い、事業に興味をもっていただける方への

アプローチを行います。

アイデアを企画書にくみたてながら、同時にわ

かりやすい図解にします。思考を見えるかた

ちにします。

経験や特技などを活かして地域貢献に結びつ

けるアイデアを出します。発想とアイデアのつ

くりかたを学びます。

ゲスト講師によるNPO活動・起業についての

講義・情報提供を行います。

講師：金森 康/NPO法人SDF代表理事

普段とはちがう視点にたつことで考え方や捉

え方を変え、発見の方法を学びます。

オリエンテーションを行い、講座の趣旨や特徴

を説明。受講生の自己紹介と、それぞれがやり

たいことの共有をします。



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE01
阿部 有美子

「デザインの考え方で地域課題の解決に取り組む」というテーマのもと、普段とは異なる視点で物
事を考える貴重な経験ができました。
特に、最終的に公開プレゼンテーションを行うという点では、自分にできるのか不安もありまし
たが、その分大きな学びにつながりました。アイデアの発想方法や、相手に伝わりやすい図解の工
夫など、デザインの力を通して課題を伝えるという考え方は、これまでの自分にはなかった新し
い視点でした。最後のプレゼンテーションも無事に終わることができて、ある意味自信がつきま
した。いい経験をさせていただきましてありがとうございます。
今回参加したコミュニティビジネスコースで得た学びを、今後は自分なりに活かしていきたいと
考えています。

神戸の少子化を婚活パーティで解決しよう！「お料理教室で婚活!」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE02
岡田 洋司子

右も左もわからないのに自分の思い付きから始まった、レンタルスペースを開業。
気持ちは地域の人に親しみのある楽しい空間を、提供したいという気持ちから動き始めました。
地元の近しいところから告知を始めましたが、なかなか思うように事が運ばず、開業はしたもの
の、地域に運営が問題がないかどうか調べるところからスタートしました。
専業主婦が時々お小遣いを頂くような仕事をするような私。簡単にできるかなと思ってたけど、
やっていくうちに世の中そんなに甘くないんだなと痛感しました。
色々回って月日が経ち、たどり着いたのが須磨区役所の地域協働課。
そこで偶然ATSUMARU 講座のことを知りちょうど募集の時期だったのですぐに申し込みを致し
ました。これ以上自分なりの動きが限界を感じていたので、自分の仕事が入っていた時間帯でも
この講義のチャンスを逃してはいけないと、藁をもすがる思いで参加させていただいきました。
初回の講義から、自分が知らない知識をわかりやすくかつ実践的に講義していただき、どんなふ
うに活動すればよいのか想像できるようになりました。講義には志の高い受講生が多く、いろん
な意見交換をすることが出来でいろんな角度から考えることが出来るようになりました。
受講最後はプレゼンテーション。自分の事業をアピールすることが、こんなに大切なんだという
こと、そして自分なりの今までの活動が無駄ではありませんでしたが、しっかりと準備していか
ないといけないこと思い知りました。
このことを先に知っていたら、レンタルスペースを始めていなかったと思います。
始めた順番は、違っていたけれどATSUMARU講座に巡り合えることが出来てよかったと思います。
今からが事業のスタート、ATSUMARU講座で学んだことがしっかりとした私の土台となり、地域
に親しみのあるものを築き上げたいと思います。
使わない空き家を地域のコミュニティスペースとして活用する「レンタルスペースをセカンドハウスみたいに自分の居場所として使いませんか？」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE03
小林 美保

講座を通して、自分の考え方や日々の向き合い方について、改めて立ち止まって考える時間にな
りました。
お話の中で印象に残っていることも多く、すぐに大きく何かが変わるというよりも、小さな気づ
きがじんわりと心に残っている感覚があります。
日常のふとした場面で思い出すこともあり、その度に少し見方が変わるような感覚もあります。
無理に形にしようとするのではなく、自分のペースで大切にしながら、少しずつ取り入れていけ
たらと思っています。
このような学びの機会をいただき、ありがとうございました。

日々の忙しさや感情の積み重ねで心がちょっと苦しくなっている方を色や言葉、音に触れながら、感じたままを形にして心をやさしく整える時間を届ける場を作ることで解決「こころの色をそっと形にする時間」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE04
清水 奈穂美

講座に参加し、全9回を通して多くの学びと出会いを得ることができました。県外から神戸へ引っ
越してきたタイミングで、活動を再スタートしようと考えていた中、この講座に出会い、「今だ」と
感じて参加を決めました。夜間講座や最終回のプレゼン発表には不安もありましたが、同じよう
に想いを持って挑戦する方々と過ごす時間は大きな刺激となり、自分自身と向き合うきっかけに
もなりました。また、この講座を通して地域でのつながりが広がり、実際の活動へとつながってい
ったことも大きな財産です。講座の中でいただいた「正解は一度で出さなくていい」「やりながら
整えていけばいい」という言葉は、前向きに進む勇気をくれました。この経験は、これからの活動
の土台となる大切な時間になりました。本当にありがとうございました。

切れ目のない親子支援をしたい「親子の第3の居場所づくり」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE05
城本 理絵

本講座を受講し、私が得た最大の収穫は「伝える力」と「地域や人との繋がり」です。これまでは知識を
蓄えるインプットが中心で、自分の想いを外へ出すアウトプットの機会が少なく、もどかしさを感じ
ていました。しかし、講座内でのプレゼンテーションや同期生との対話を通じ、言葉にして届けるこ
との重要性を肌で感じることができました。
　特に印象的だったのは、講座で取り組んだ数々のワークです。複雑に絡み合っていた頭の中がすっ
きりと整理され、今後どのように活動を展開していくべきか、その具体的な流れをスムーズに描き出
すことが可能になりました。
　また、切磋琢磨し合える仲間との出会いは、何物にも代えがたい財産です。地域で活動する上での
心強いネットワークが得られたことで、受講前よりも自信を持って一歩踏み出せるようになりまし
た。この場所で学んだ「整理して伝える技術」と「育んだ縁」を糧に、これからも自分らしい活動を丁寧
に形にしていきたいと考えています。
身体の健康迷子さんの悩み後をカウンセリング&アドバイスで解決「地域と人をつなぐ身体と心のよりどころ　まちかど保健室」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE06
杉山 典子

自分のレアな才能を掛け合わせてみたり
ご飯食べることを忘れるくらい好きな事って何？ 
普段見ない視点から自分のことを掘り下げて 考える時間が楽しかったです。 
ビジネスを楽しい視点で学べたことが良かった。
オンラインではない、リアル対面講座ならではで 地域での横の繋がりが出来て良かったです。
講座が始まった当初のやりたいことと実際にプレゼンとして形になったことは別のものでした
が地域のために自分が出来る事の形が見えて参加して良かったと思いました。
これからも同期の方や卒業生の方と繋がって 地域創生に関わっていきたいと思います。
ありがとうございました。

子育てママ・女性の不安や悩みを話す、聞いてもらうことで安心する居場所づくり「話すとふわんと軽くなる居場所づくり」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE07
中村 力

デビューコースからコミュニティビジネスコースに連続して参加をし、地域の中で、自分の好き
や得意を活かして活動をしている方が身近にたくさんいたことが一番の驚きでした。
ボランティアや副業だけではなく、本業にしたいと考えている方もいたので、良い刺激をもらえ
ました。
各回の講座では、自分の強みは何かとか、1つの興味ではなく2つを掛け合わせて自分の活動を考
えてみるとか、自分と何度も向き合う「問い」や「ワーク」を講師の先生がたくさん用意してくださ
って、自分を深められたと思います。
最後に発表会があることで、自分の考えをまとめる必然性もあって、アウトプットもできたこと
で、成長できた実感があります。
実際に発表した内容を、イベント開催という具体的な形で実現もできたので自信になりました。
参加して良かったです。

事業の企画書

【名前】 中村 力                 

【テーマ】 地域社会の問題・課題をどのように解決するかを端的にまとめます。

（何を）                    を

（どのように）                  で解決する

【計画】 課題解決の流れを大きく 5段階のステップにわけましょう。

【背景】企画の理由や、きっかけについておしえてください。

【効果】企画が実現すると地域や人々の暮らしがどのようにかわるでしょう。

【図解】企画の仕組みや物事のつながりを図解に表しましょう。

不登校や教職員の精神疾患などの

学校を取り巻く諸課題

学び合いや対話の場づくり

①同じ思いをもつ仲間とつながる。

②その仲間と対話イベントを開催する。

③仲間の輪を広げる。様々な団体とつながる。

⑤市長や教育長、議員、教職員、保護者、地域、
そして子どもたちも参加する対話イベントの開催

④定期的にイベントを開催する。

START

CLEAR

【タイトル】わかりやすいタイトルやキャッチフレーズを考えよう。

おとなの学校 ～大人の学びがひらく、子どもたちの未来～

私は約２０年小学校教員として勤める中で、年々子どもの不登校や教員の精神疾患が増え続け、

学校が息苦しくなっていくことに強い課題意識をもつようになりました。その学校を取り巻く諸課

題は、教職員や保護者、地域といった大人達が、当事者意識をもって学び、つながり対話すること

で、改善していくのではないかと思い至りました。また、SNS によってフェイクニュースが広がる昨

今、リアルに人がつながり、正しい知識や情報を学ぶ重要性は高まっているにも関わらず、PTA や

自治会などの地域コミュニティは衰退しているのが現状です。それであれば、新しい形で、ゆるやか

に人がつながり学び合えるコミュニティをつくろうと考え、この企画を立案しました。

「おとなの学校」に大人が気軽に集い、学び合い、対話を重ねる機会が増

えて、街の中に学ぶ大人が増えると、より多くの大人が当事者意識をもち、

「社会は自分たちで変えられる」「子どもたちは社会全体で育てる」などと

いった、子どもたちの未来を主体的に創造する力が、街に広がっていくと

考えています。

不登校や教職員の精神疾患などの学校を取り巻く諸課題を学び合いや対話の場づくり「おとなの学校『ワクスタ』　大人の学びがひらく、子どもたちの未来」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE08
成田 弘子

今回のコミュニティビジネスコースでは、デザインの視点から物事を考えるプロセスがとても新
鮮で興味深く、各講座がその視点で構成されていた点が印象的で毎回楽しい内容でした。自分の
課題テーマを色で表現し、それが後にロゴとなり、最終的に自分の企画を事業計画書として形に
できたことは、大きな達成感につながりました。
講座では、さまざまな視点•角度から考え、参加者同士で意見を出し合う大切さを実感し、地域課題
への理解を深めるとともに、自分自身の考えもより深めることができました。また、情報整理の方
法やNPO活動についても学ぶことができ、有意義な時間となりました。
課題解決を実行するにあたり、「失敗しても完璧でなくてもまずやってみること」「楽しむことを
大切にすること」「続けることの大切さ」という言葉が特に心に残っています。今後はこの学びを
活かし、地域課題の解決に取り組んでいきたいと思います。

コミュニティや居場所の機能をアート高めて、つながりを生み出す交流型アートで解決「SUMA 虹色の海プロジェクト」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE09
花輪 宏美

はじめは「プロの発想方法が学べるなんて楽しそう」と軽い気持ちでATSUMARU講座に参加しまし
た。
参加メンバーの熱意と個性に触れ、とても刺激になりました。
回を重ねる事に自分のしたいことが明確になっていき、プレゼン資料としてまとめることができま
した。
特に、自分の得意分野を地域活動に活かす方法が見つかったことは、講座に参加した成果だと思いま
す。
今後はプランを実現できるよう、行動していきます。

地域の孤立化や住宅問題を縁側から解決「みんなの縁側 SUMA」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE10
平井 孝佳

講座の中で、パッケージデザインの事例を通して、思いを伝えるためにはデザインがいかに重要
であるかを教えていただきました。ただ見た目を整えるだけではなく、背景にあるストーリーや
届けたい相手を意識することの大切さを学ぶことができました。
また、自分はどんなカードを持っているのかを見つめ直し、それらを掛け合わせることでどんな
可能性が広がるのかを考える時間は、前向きな気づきにつながりました。さらに、自分以外の方が
地域でどんなことを実現したいと思っているのか、活動を続ける中でどのような悩みや葛藤を抱
えているのかを共有できたことも大きかったです。
そして何より、多くの人の前で自分の事業についてプレゼンテーションする機会をいただけたこ
とが印象に残っています。自分の思いや考えを言葉にして伝えることで、より輪郭がはっきりし、
今後もこうした場に積極的に立っていきたいと感じました。貴重な機会をいただき、本当にあり
がとうございました。
子供が安心して試せることを大切に安全に失敗できるできる環境づくり「図工のできる喫茶店」



ATSUMARU

BUSINESS

COURSE11
福井 里佳

素敵な熱い仲間たちと共に、
須磨区の地域問題を自分の得意なことや好きなことで、解決していこう！と講師の畠先生のデザ
インから考えるビジネス視点が面白く時間があっという間でした。
2時間の座学やグループディスカッションも学生時に戻ったようで楽しい時間を過ごさせて頂き
ました。
これまでイベントを試行錯誤しながら事業計画書を落とし込んできましたが、ひとりでは見えな
い視点で意見を頂けたり、想いを語り合えたり、講座をきっかけに出会いの幅も広がり、同じよう
に地域活動されている仲間たちと繋がれたことは、本当に参加して良かったです。
凝縮された4ヶ月間でした。ありがとうございました。

境界線のあるそれぞれの世代、孤立している高齢者を訪れる人と人でつなげることでインクルーシブ社会から解決する「すきをカタチにできる場所「とんがり小屋 Chemily」」


